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平 成 元 年 度 デ ー タ ベ ー ス構 築 一技 術 開 発 促 進 委 託 課 題

分 野 課 題 名

1気 候情報データベースの構築

2電 磁波環境障害に関するデータベースの構築

3災 害情報シソーラスの構築

4意 味情報を中核 とした医療評価データベースとコミュニケーションシステ

社 会 ムの構築

5ハ ンデ ィーキ ャップパー ソンの情報ニーズに即 したライ フサ ポー トデータ

ペースの構築

6博 物館情報データベースシステムの構築

7中 央省庁での電子計算機利用に関する報告書のデータベース化

8沖 縄地域における文化1青報データベースの構築

地 域 活 性 化 9九 州地域の人材情報データベース構築に関する調査研究

中 小 企 業 振 興 10高 岡市商圏データベースの構築

11地 域の物産 ・人材 ・文化情報のデータベース構築 と新 しい地域間交流推進

に関する調査研究

地 図 12マ ルチメデ ィア型地図データベース構築のための調査研究

エ ネ ル ギ ー ・資源 13燃 焼技術と燃焼装置設計のデータベース作成

14技 術支援システムにおける産業機械部品データベースの構築

部 品 ・ 材 料

15マ イクロコンピュータのプログラマブル周辺デバイスのデータベース構築

16イ オ ンクロマ トグラフィー ・デー タベースの構築

標 準 化
17CD-ROMマ ルチメデ ィアデー タフォーマ ッ トの調1査

海 外 18デ ー タベース構築 のための ター ミノロジーの調 査研究

19異 種データから構成されるデータベースの総合的処理技術に関する調査研

技 術 究

20バ イナ リモデルに基づ く先端的文書検索 システムの開発





序

データベースは、わが国の情報化の進展上 、重要な役割を果たすものと期待されている。

今後 、デ_タ ベースの普及により、わが国}こ於・・て健全縞 度情報化社会の形成力s期待される・

さらに海外 に対 して提供可能なデータベースの整備は国 際的な情報化への貢献および舳 な

情報流通の確保の観点か らも必要である.し か しながら輻 勧 が国で嚇 しているデータベ

ースの中でわが国独 自のものは1/4に すぎないのが現状であ り、わが国データベースサー ビ

スひいてはバランスある情報産業の健全な発展を図るためには、わが国独自のデータベースの

構築およびデータベース関連技術の研究開発を強力に難 し・データベースの拡充を図る必要

があるむ

このような要請に応 えるため、(財)デ ータベース振興センターでは日本 自転車振興会か ら

機械工業振頭 金の交付を受けて、データベースの構築および技術開発 につ・'て民間企業 ・団

体等に対 して委託事業を実施している.委 託撲 の内容は・社会的・翻 的 ・国際的}こ聾 で・

また地域および産業の発展の促進に寄与すると考えられているデータベースの構築 とデータベ

ース作成の効率化 、流通の促進 、利用の円滑化 ・容易化などに関係 したソフ トウェア技術 ・ハ

ー ドウェア技術である。

本事業の推進に当たって、当財団に学識経験者の方々で構成されるデータベースの構築 ・技

術開発促進委員会(委 員長 東京工科大学教授 西野博二氏)を 設置 している。

この 「電磁波環境障害に関するデータベースの構築」は平成元年度のデータベースの構築促

進および技術開発促進事業 として、当財団が(社)関 西電子工業振興センターに対して委託実

施 した課題の一つである。この成果が、データベースに興味をお持ちの方 々や諸分野の皆様方

のお役に立てば幸いである。

なお、平成元年度デー タベースの構築促進お よび技術開発促進事業で実施 した課題は次表の

とお りである。

平成2年3月

財団法人 データベース振興 センター
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2,「電磁波環境障害に関するデータベースの構築」

2.1目 的

社会構造の急激な変化が進み、民生用 、産業用電気 ・電子機器及び情報処理機器が広

く普及 してきた。それに伴い、それ らの機器から発生する不要電波による障害ならびに、

外来電波によりそれらの機器が受ける障害が、電磁波障害として大きな社会問題化 して

いる。

特に米国、西独を初め、各国で電磁波環境障害の規制が強化 されつつある。わが国に

おいても、通商産業省 、郵政省を中心 として関連官庁において各種委員会、協議会等が

発足 している。

国内及び諸外国の電磁波環境障害に関する規制の動向を速やかに収集 し、理解するこ

とは、企業の機器開発担当者にとっては、重要であ り、またその動向を迅速に調べ対応

して行かねばならない。

しかしなが ら、わが国では、ここ5年 位に急速に問題になったテーマであり、既存の

データベースでは電磁波障害に関 して整備されておらず活用が不可能である。

(社)関 西電子工業振興セ ンター(KEC)で は、20年 余前 より米国向けを始めとし、

西独等のFMラ ジオ 、テレビジ ョン等の電磁波障害の測定を実施 してお り、近年は情報

処理機器の電磁波障害の測定が主流 となっている.こ れに伴って、KECで はEMC研

究会 、不要輻射分科会、電磁波障害分科会、情報機器のEMI対 策実務分科会を発足 し、

各種の電磁波障害に関する情報の調査 、収集を行 っている.

本事業は、KECの 上記研究会 、分科会が蓄積 してきたこれ らの情報を整理 し、検索

しやすくすることで、より適切な情報 を速やかに提供できるようにするものである.

特に中小企業に対 して情報を提供することは、KECの 重要 な任務であ り、各企業の

設計担当者が これ らの情報を速やかに入手することにより機器の設計 に素早く反映させ

ることができる。そのため 、本事業では企業及び団体に対 し、オンラインで情報提供サ

ー ビスできることを目指 し、情報のデー タベース化のためのフォーマ ット作成及びシス

テム構築を行 った。
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2.2作 業 内 容

前述 した20年 間の生駒電波測定所(生 駒サイ ト)の 業務に関連 し、収集 した情報を

対象 に各ユーザ とのネ ットワークを前提 にした技術 情報データベースの構築を行った。

まず情報をデータベース化するため対象 とする情報を次のように情報形態別をカテゴ

リーに分類 した。

1)電 磁波障害に関する各国の規則、及び規格

既に20年 間にわたって、収集 した北米、ヨーロッパ諸国を中心 とした約100機

関の規則 、規格並びに翻訳 した規格 、規則を基にデータベース化に必要なコー ド化

を行 った。

2)電 磁波障害対策用の部品、材料に関する技術データ

過去5年 間にわたって発行したEMC/EMIカ タログ集 をベー スにして 、最新の

電磁波障害対策用の部品、材料の技術データ(商 品データ)の データベース化を行

った。

3)電 磁波障害に関する会議資料 、雑誌 、新聞、学術文献 学会論文

4)電 磁波障害 に関する国内、海外の公的、私的な試験機関に関する情報

ついで、情報をデータベース化するためのシステムを構築するためにフォーマット作

成及びソフト開発を上記の対象情報について行った。

フォーマット作成及びソフ ト開発に際 しては、総合性 、信頼性 、使いやすさを基本理念

とし、このシステムの利用者にとって、他のデータベースとともに活発に利用されるた

めに次の点に整合をはかった。

1)情 報のイ ンデ ックスシステムを作成するため下記の項目について整理 した。

a.主 題内容、分類 コー ド、キーワー ド、タイ トル ワー ド。

b.規 格及び規則名 、著者名、制定機関名。

c.作 成年月日

2)検 索 システムの構築

構成するデータベースシステムは、これからのハー ドウェア及びソフ トウェアの

性能の向上にも十分対応ができることと、他の機種や ソフ トウェアにも移植性の高
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くなることを念頭において構築 した。特にどのような計算機環境においても同一の

操作体 系 とな る ように コマ ン ドの統一等 に も考 慮 を払 った 。

このデー タベ ー スシステムは 、ワー クステー シ ョンで稼 働 させ る ことを目的 と した

が 、パー ソナル コンピュ]タ 程度 の レベルで も単一 ユーザ には十 分対応で きるの で 、

その よ うな クラスの デー タベース システムへ の移植 の可能性 も考 えた.

3)ハ ー ドウ ェアは他 のデー タベー ス と共 用化 で きるよ うなシステ ム構成 と した。

パ ソ コ ン

〔コ

影

NEWS

、

在

WSOS=UNIX

〕
功

光ディスク

300/1200/2400/9600bos対 応

モ デ ム2台

課 金

パ ス ワ ー ド

ア ク セ ス デ ー タ ベ ー ス

B/V/X設)i三

_命

レーザビームプ リンタ

・≡

』曇顯1

鷲
イ メ ー ジ リー ダ

ユ ー ザ 側

Eコ 〔コ

響
末端

攣
ンコソバ

図 一1ハ ー ドウェアの システ ム構成
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2.21作 業 手 順

作成に当たっては、段階的に1)シ ステム設計 ・プログラム設計、2)デ ータの収集 、

3)分 類整理(標 準化)で 構築 した。なお、データの内容及び処理概要については、下

記の とお りである。

(1)デ ータの内容

(a)各種規格 ・規制データ

米国におけるFCC(連 邦通信委員会)規 則、ANSI(米 国国家標準)規 格 、E

IA(電 子工業会)規 格 、MIL(米 軍)規 格。カナダのDOC(通 信省)規 則、

CSA(カ ナダ安全協会)規 格 、西独におけるFTZ(中 央通信技術局)規 則、

VDE(ド イツ電子技術者協会)規 格 、英国のBS(英 国国家標準)規 格 、及びイ

タリア、フランス、等のヨーロッパ諸国を含む諸外国の規格並びに国内の電波法、

電気用品取締法,EIAJ(日 本電子機械工業会)規 格 、など約5,000件.

データの項 目として、9項 目を設定 した。

①国名(10文 字)② 分類 コー ド(10文 字)③ 第**部(2文 字)

④発行年月日(10文 字)⑤ 表題(140文 字)⑥ 測定項 目(6文 字)

⑦対応機種(70文 字)⑧ メモ(70文 字)⑨ 概要(280文 字)

(b庵 磁波障害対策用の部品、材料に関する技術データ

材料(磁 性材料、シール ド材料、シール ドガスケット)、 部品(コ ンデンサ、サー

ジアブソーバ、コイル、フィルタ、 トランス、コネクタ、ケーブル)、 計測器(ア

ンテナ 、電測計 、スペク トラムアナライザ 、アンプ、シミュレータ)、 電源 、関連

設備(シ ール ド室 、電波暗室)。

データ項 目として、5項 目を設定 した。

①会社名(70文 字)② 所在地(140文 字)③ 担当部署(70文 字)

④種類(6文 字)⑤ 特性(280文 字)

(c)電磁波障害 に関する会議資料、雑誌 、新聞、学会論文データ.

(d)電磁波障害に関する国内、海外の公的、私的な試験機関に関するデータ。・

上記 デー タの 内容の例 を下記 に示 す 。

[デー タの 入力順]

国名 、分類 、部 、発行年 、表 題1、 表 題2、EMI、Immunity、 電 界強度 、
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雑 音端 子電圧 、妨害電 力 、ア ンテナ端子電圧 、機種 、概要1、 概要2、

概 要3、 概要4

[デー タの 入力例]

西独 、VDE・-0846、1、1985/8、 電磁気両立性の評価 のための測定機器 、電 源電

圧及 び電源電流に重畳された周波数2500Hzま での測定 、*、*、*、*、*、*、 、、

(2)処 理概要

本デー タベースの構築に当たっての検索 ・処理は次のとうりとした.

(a)国名検索

検索対象国名のみを繰 り返 し検索する処理

(b)規格検索

対象規格名 、規格番号 、発行年月日、表題 、を検索する処理

(c)測定項目検索

設定 した測定項目別に検索 する処理

(d)機種検索

該当する機種を検索する処理

(e)データ編集

各項 目を設定するに当た り、基本データシー トを作成 し、デー タの入力、コピー、

変更 、出力 、削除を行 う。

2.2.2シ ステム設計

このデータベースは過去の資料やデータの検索だけでなく、日々更新 される資料やデ

ータのタイム リーな変更、管理が簡単でかつ安全であり、また複数のユーザからの同時

検索 も許すようなシステムが要求 される。そのため本データベースシステムでは、ワー

クステーションをホス トコンピュータとして用い、デー タベースも定評のあるソフ トウ

ェアを使うことにする。ソフ トウェアの作成も、それ以後のソフ トウェアの修正が簡単

になることなどから、第4世 代言語(4GL)と 呼ばれる処理系の存在するソフ トウェ

アを使 うことにより、複雑なデータベースシステムのスキーマ等の難 しい概念にとらわ

れ ることな く、本来の目的である、使い易く、効率のよいデータベースの構築を目指 した。
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本来 、このような応用プログラムの作成はユーザ自体が作成する方が良いシステムが

出来ると言われてお り、その意味で本システムのように出来 るだけ最新の技術 を取 り入

れたシステムの上で、納得のいくシステムをユーザが構築するのは正 しいアプローチで

あるζ信 じている。

計算機システムとしてUNIXをOSと するシステムを用いたが、これは大型汎用計

算機で処理するほど大規模なシステムではないこともあるが、すでにワークステーショ

ン型の計算機は小型や中型の汎用機と同等の能力があ り、単純 な処理速度比較であれば、

汎用大型機の能力を十分にもっていることにもよる。

一方 、パーソナル コンピュータを使 うこととの対比は、パー ソナルコンピュータの現

在の代表的なOSで あるMS/DOSは 一人のユーザだけが使 う事を前提 としており、

本 システムのようにシステムを管理(デ ータの作成 ・変更 ・削除)す る側 と、一般のユ

ーザ(主 に検索をする)の 同時使用や 、複数のユーザの同時アクセスを許す場合には、

能力不足である。

また、本システムはKECの 性格上 、外部からのネ ットワークか らのアクセスの容易

性や、運用上でのLANを 使 ったパーソナルコンピュー タからのファイルの転送等の容

易さが求められてお り、その意味でもネ ットワークに強い4.2BSD系 のUNIXを

OSと するワークステー ションは本システムに最適の計算機であると言える.

使用するソフ トウェアとしては、Informixと 呼ばれるデータベースソフ トウ

ェアの第4世 代言語を使 った。この第4世 代言語を使 うことにより、最後に添付 したプ

ログラム ・リス トで分かるように、短いプログラムで本 システムを構成することができ

た。このプログラムも一か らの作成ではなく、例題に載 っていたプログラムの再利用に

より、容易に構築できた。

2.2.3プ ログ ラム設 計

プ ログラム は 、BSD系 のUNIXをOSと す るワー クステー シ ョンであ るSONY

のNEWSの 上 で 、Informix-4GLを 使 って作成 した 。

Informixは 、い くつか あるUNIX上 の代表 的なデ ー タベー ス言語の1つ で

あ り、大型汎 用機 か らパー ソナル コンピュー タまでの処理言語 であ るSQL(Structu-

red(tUeryLanguage:構 造化 問合 せ言語)を 使用 してお り、移 植性 に優れ たデー タベー

スの処理系 と言 える 。 また 、これか らのLANを 中心 とするネ ッ トワー ク環 境での 、分
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散型 デ ー タベ ースの将来性 を考 えると き、既 にネ ットワー ク対応の ソフ トウェ アを出 し

て い るInformixの 選 択は妥 当で ある といえる。

本 シス テムの デー タベースの ソフ トウ ェアのプログラムはInformixの 中で も

第4世 代言語 であ る 、Informix-4GLを 使用 してい る。 このDBMSを 使 う

こ とに よって 、本デー タベー スシステムは付録につけた ように比較的 簡単 に構成 で きた。

以下 に 、それ ぞれの フ ァイルの役割 を述 べ る。

create.4gl

klform.pe「

main.491

klmain.491

he1P.src

データベース作成の宣言

データベースの画面および項目の定義

グローバル変数およびプログラム共通部分

電磁波障害に関する各国の規制および規格のデータ

ベースのメインプログラム

ヘルプ文

付録につけたプログラムの リス トでも分かるように、実際のデータ作成や検索の画面

の変更は容易であ り、たとえプログラムが分か らなくとも、どのような画面になってい

るかが理解できるものである。

以下には、本システムの起動時の画面(図2)、 電磁波障害に関する各国の規制およ

び規格のコマン ド待 ちの画面(図3)、 データ検索時の画面[分 類がVDEで 始 まるデ

ータの検索](図4) 、データ入力時の画面(図5)、 ヘルプの画面(図6～ 図12)

を示す。どのような場合で も、HELPキ ーもしくは、それに該当するキーの入力によ

って適切な説明文が画面の下に表示されるように配慮されている。

本 システムを使用するための端末 としては 、NEWSの コンソールは当然であるが 、

日本国内で使用実績の多い日本電気のPC9801を 端末として使用できるように して

いる。更に、パ ソコン通信用のソフ トウェアを使ってデータベースのアクセスするため、

そのパソコン端末 ソフ トウェアの用意す る画面制御(カ ーソルの位置設定や画面 クリア

等)で あるESCシ ーケンスがあれば容易に他のパソコンの端末から本 システムがアク

セスできる。設計方針 として、テキス ト型の端末画面を想定 してグラフィックの機能は

要求 していないため 、上記で述べたESCシ ーケ ンスさえ満足すれば良い。
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(社団法人)関 西電子工業振興センター

電磁波環境障害に関するデータベース

[KEC1]電 磁波障害に関する各国の規制および規格

[KEC2]電 磁波障害対策用の部品および材料に関する技術データ

[KEC3]電 磁波障害に関する会議資料 ・雑誌 ・新聞 ・学会論文

[KEC4]電 磁波障害に関する国内海外の公的 ・私的な試験機関に関する情報

(MENU)

[1/KEC1]{2/KEC2][3/KEC31[4/}正C4][E/終 了]

希望するデー タベースを選択して下さい(半 角数字)

図一一2本 システムの起動時の画面
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KEClQ/検 索1/入 力C/コ ピー

検索お よび全 デー タ表示 を行 い ます 。

KEC1(電 磁波 障害 に関す る各国の規制 お よび規格)

国 名[分 類[第 【]部

表 題[

測定[]EMI{]ImmＬnity(Suscepヒibility)

項 目[]電 界強 度[]雑 音端子電圧[]妨 害電 力

機 種[

メ モ[

概 要[

(社団法人 関西電子工 業振興 セ ンター)==[

希望 するコマンドを 、カーソル または アルファへ'ット で選択 して下 さい 。

]作 成 二二・

図一3電 磁波障害に関する各国の規制および規格の コマン ド待ちの画面
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KEC1(電 磁波障害 に関 する各国の規制 お よび規格)No.[

国 名[分 類[VDE*第[]部 発行 年[

表 題[

測定[]EMI口Immunity(Susceptibility)

項 目 日 電界強度[]雑 音端子電圧[]妨 害電力[]ア ンテナ端子電圧

機 種[

メ モ[

概 要{

(社団法人 関西電 子工 業振興 セ ンター)・・ニ[】 作成=・

半角 ・大文 字 を使 って下 さ い。

図 一4デ ー タ検索 時の画面[分 類 がVDEで 始 まる デー タの検索]
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入 力モー ド:CtrlEで 、このモー ドは終 了 します。

____一 一一一一一ー ーー 一一一一 ーー 一一一二======ニ==================ニ==ニ====ニ=ニ===ニ==ニ=====ニ==ニ ニ==

KEC1(電 磁波障害に関する各国の規制および規格)No.[]

国 名[西 独]分 類{VDE-0847]第[1]部 発行年{1981/11]

表 題[電磁気両立性の評価のための測定法]

[]

測定 口EMI[]1㎜nity(Susceptibility)

項目[】電界強度[]雑 音端子電圧[]妨 害電力{】 アンテナ端子電圧

機種[]
メモ[]

概 要[]

[]

{]

[

一 一 ーーーーー ーー ー ーーー ー一一(社 団 法 人

]

関西電子工 業振興セ ンター)・・=【1990/01/12]作 成…

漢字 ・ひらがなは全角 、英数字 ・記号は半角で統一 して下さい.

図 一5デ ー タ入力時の画面
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HELP:次 頁 終 り

次の頁のヘルプ画面を表示する。

デ ー タベー スに新 しいデ ー タを入力 す ることがで きます.

使 う文字 種 と して は,

漢字,ひ らがな 全角

英数字,記 号 半角,大 文字 で統 一 して下 さい.

No.欄 ・作成 日欄 は,デ ー タベー スが 自動的 に記入 します.

対象 とす るデー タのすべ ての項 目に入力 し終え る と,も しくは必要 な項 目に入力後.

Escキ ー を押す と他項 目は省略 され,デ ー タはデー タベースに追加 され ます.

こう した作業の後,CtrlE(コ ントロールキーを押 しなが らEae－ を入 力す る)で.デ ー タ追 加

モ ー ドは終了 し,メ ニ ュー画面 に戻 ります.

(なお 、画 面編 集 キ ーと して 、

カ ー ソルの移 動CしrlH,J,K,L{ま たはカーソルキー]

挿入,上 書 きの切 り換 えCtrlA

－文字削 除CtrlX

行 末 までの削除CヒrlD

再表示CtrlRな どが使 え ます)

尚 、メニ ューでの カー ソル移動 は スペ ースキーで も行 えます(強 制終 了はCtrlC)

図一6ヘ ルプの画面[1/入 力 オプション]
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HELP:次 頁 終 り

次の頁のヘルプ画面 を表示 する 。

Q/検 索 オプ シ ョン

すべてのデー タを検索 し,該 当する内容 を画面表示 するこ とがで きます.

検索 は全項 目を対 象 とします.

フ ォーム画面 に検索 条件 を入力 して下 さい.

(作成 日欄 での検索 は[mm/dd/yy]の 記述 にな ります)

検 索条件 は複数項 目にわ たって設定す るこ とがで きます(AND検 索)

使 う文字 種 と しては,

漢字,ひ らがな=全 角

英数字,記 号=半 角,大 文字 で統一 して下 さい.

そ の時,次 の ような演算 子や ワイル ドカー ド(すべて半角)が その項 目内で使用 で きます.

・,〉.〈,〉 ニ,〈=,〈 〉 関係演算子

:値 の範囲

lOR検 索

*任 意 の長 さの文字 列

?任 意の一文字

(ただ し、シリアル番号欄 、作成 日欄お よびOR検 索時に は*と?は 使 え ませ ん)

検索条件 が項 目枠 を越 え る場合 には、 自動 的 にカー ソルが23行 目に移 りますので続 けて

入力 して下 さい.

検索後,画 面 は結 果 メニ ューにかわ りますので,そ こで必要 な作業 を終 え て下 さい.

に の結果 メニ ュー画面 で も、M/変 更 、C/コ ピー 、D/削 除 な どの各 コマ ン ドが

実行 で きます)

また,す べてのデー タを表示 させ るには,フ ォーム画面 にEscキ ー を一度 入力 して検索 す

れ ば,す べてのデー タを確認 す るこ とがで き,選 択す るこ ともで きます.

尚 、メニ ューでの カー ソル移動 はスペ ースキーで も行え ます(強 制終了 はCしrlC)

図一7ヘ ルプの画面[Q/検 索 オプション]
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HEIP:次 頁 終 り

次の頁のヘルプ画面を表示する。

既存のデー タをコ ピーす る ことで.効 率 よ く,新 しいデー タを追加 します.

まず最初 に.Q/検 索 オプ シ ョンを使 って,コ ピーの対 象 とす るデー タを選択 しな くては

な りませ ん.

コ ピー したデー タの変 更項 目を修正 し終 えてEscキ ーを押 す と,新 しいデー タ として

自動的にデー タベ ース に書 き込 まれ ます.

こ うした作業 を終 え る と.メ ニ ュー画面 に戻 ります.

(なお 、画面編 集 キー として 、

カ ー ソルの移動CtrlH.J,K.L{ま たはカーソルキー]

挿入,上 書 きの切 り換 えCtrlA

－文 字削除CtrlX

行末 までの削除CtrlD

再表示CtrlRな どが使 えます)

尚 、メニ ューでの カー ソル移動 はスペ ースキーで も行 え ます(強 制終 了はCヒrlC}

図 一8ヘ ルプの画面[C/コ ピー オプ シ ョン]
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HELP:次 頁 終 り

次の頁のヘルプ画面を表示する。

M/変 更 オプ シ ョン

データベースの デー タの内容 を変更 す ることがで きます.

まず最初 に,Q/検 索 オプシ ョンを使 って,変 更の対象 とす るデー タを選択 しな くては

な りませ ん.

対象 とす るデー タの変 更項 目を修正 し終 えて,Escキ ーを押す と 自動 的にデー タベース

に書 き込 まれ ます.

こ うした変更 を終 える と,メ ニ ュー画面に戻 ります.

(なお 、画 面編 集 キ ー として 、

カ ーソルの移動CtrlH,J,K,L{ま たはかソルキー]

挿 入.上 書 きの切 り換 えCtrlA

行 末 までの削除CtrlD

－文字削除CtrlX

再表示CtrlRな どが使 え ます)

尚 、メニ ューでの カー ソル移動 はスペース キーで も行 えます(強 制終 了はCtrlC)

図 一一9ヘ ルプの画 面[M/変 更 オプシ ョン]
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HELP:次 頁 終 り

次の頁のヘルプ画面を表示する。

D/削 除 オプ シ ョン

データベースか らデー タを削除 するこ とが で きます.

まず最初 に,Q/検 索 オプ シ ョンを使 って.変 更の対象 とす るデー タを選択 しな くて は

な りませ ん.

データ保 護の ため,削 除 を行 う前 に.対 象 とす るデー タに間違 いがないか,確 認 が求め

られます.

こ うした削除 を終 える と,メ ニ ュー画面に戻 ります.

尚 、メニ ューでの カー ソル移動 はスペース キー で も行 え ます(強 制終了はCtrlC)

図 一10ヘ ルプの画面[D/削 除 オプ シ ョン]

HELP:次 頁 終 り

次の頁のヘルプ画 面 を表示する。

E/終 了 オプ シ ョン

このE/終 了 オプ シ ョンを選択 する と,メ ニ ュー を終 了 します.

図 一11ヘ ルプの画面[EiX終 了 オプ シ ョン]
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11ELP:次 頁 終 り

次 の頁の ヘルプ画 面 を表示 する 。

0/出 力 オプ シ ョン

まず最初 に,出 力メニ ューで,フ ァイルかプ リンタか,出 力先 を指定 して下 さい.

このオプ シ ョンの出力 は.検 索 によ って選 択 され た,表 示中の該 当デ ータ ー画 面 を対象

と します.

(検索 後の,該 当す るすべてのデータを出力す るには,結 果 メニ ューの0/出 力 オプシ ョン

を選 択 して下 さい)

こ うした出力 を終 える と.メ ニ ュー画面 に戻 ります.

尚 、メニ ュー でのカー ソル移動 はスペ ース キーで も行 えます(強 制終 了はCtrlC)

図 一12ヘ ル プの画面[0/出 力 オプ シ ョン]
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2.2.4デ ータ入力の方法

データはKECで はほとんどが英文のままで紙の上にEn刷 されたもの として保存 して

いるが、本システムへの入力のために改めて人手で入力することは最初から無理である

と判断 した。そのため、2っ の手段を使 った。

1.OCRに よる読み込みと文字認識システム

2.フ ロ ッピーデ ィスクに格納 され たデー タフ ァイルか ら、本 システムへの入力

まず、1のOCR読 み込みと文字認識についてはシャープのシステムを使用した。本

システムは約5000の データからなるシステムであるが、人手による入力と比較 した

とき大幅な時間の節約がはかれた。文字認識については対象のほとんどが英文であった

ため 、このようなアプローチが今回は採用できたと思 っている。この方法でも対象 とす

.る資料が古 くなってOCRか らの文字にかすれやにじみ等があるときには文字判定にエ

ラーが生 じることも多く、最終的には人手による確認が必要であった。と言っても人手

による入力に比較すれば遙かに容易であることは当然である。

二番目のフロッピーディスクに読み込 まれたデータのデータベースシステムへの読み

込みは、フロッピーディスクの内容のワークステーションのファイル としての読み込み

と、データベースシステムのデータとしての格納の2段 階に分 けて処理された。前半の

部分は、読み込まれたファイルがパーソナルコンピュータ用のOSのMS/DOSの フ

ァイルであったため 、LANに 直接接続 されたパーソナルコンピュータか らワー クステ

ーシ ョンにファイル転送(ftp)す ることで簡単に高速に実現できた。LAN上 での

ファイル転送は、最大で1秒 間に200KBの データを送 ることが出来 、フロッピーデ

ィスクのアクセス時間に手間が掛かったとしても実測では20KB/秒 が実現出来るの

で、本 システムのデータ量を1デ ータが1KBと 多めに見積っても、5MB程 度あり、

この程度では4分 程度で転送できる。実際にはデータはそれぞれのフィール ドをいっぱ

いに使 うことはなく空白が多いと予想されるので、もっと速 く転送できる。

ワークステーシ ョンにデータファイル として格納されたデータは、Informix

で作成されたシステムには、任意の文字(例 えばカンマ)を 句切 り記号とするデータ表

現を文字列データとして 、通常の画面入力からだけではなく、取 り込 む機能があるため、
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今回はこの方法を採用 した。この方式は通常は句切 り記号にカ ンマを用いることが多い

ためカンマ形式 と呼ばれるが、本 システムでは作業分担を決めて、データが揃わなくと

もプログラムが出来 るようにしたため、あらか じめこの句切 り記号の取 り決めを行なっ

た。

2.3対 外 サ ー ビ ス の 検 討

構築 した本デー タベースを開放するユーザとして、KEC会 員会社約200社 、生駒

サイ ト利用省約1,500人 、情報購読者約600人 がある。これ らのユーザに対 して、

容易に利用できるよう、検索 システムをKEC本 部 と生駒サイ トにワークステーション

(パーソナル ・コンピュータ)で 稼働させ、現在生駒サイ トで利用されているパソコン

通信の回線に接続 し、利用者及び会員会社の情報センターにこの システムを開放する。

具体的にシステム構成としては、Informix-4GLの 動作するマシンとして

SONYのNEWS1860を 予定 している。NEWSを 選ぶ最大のポイントは日本語

のコー ドとして内部 コー ドにシフ トJISを 採用 してお り、また外部からの日本語によ

るアクセスには、JISの 漢字コー ドやEUCコ ー ドも許 していることである。この事

により、ユーザ各社のアクセスの端末のコー ドが特別なものでないかぎり、読み易い日

本語の画面や説明文の出るシステムとして運用できる。NEWS1860はCPUの 処

理速度 も5MIPS強 と速 く、本 システムのように約5000も のデータを格納 したデ

ータベースには欠かせないものといえる。

NEWS1860はUNIXをOSと したシステムであるので、当然の事ながら電話

回線を複数持つことによって、複数の人からのデータベースの アクセスが可能である.

Informixで 書かれたプログラムでは、複数のユーザ(管 理者 も含む)の データ

ベースの使用における書 き込みの排他制御もなされている。

また、本データベースを使いながら、KECが 今後用意するワークステーシ ョン上の

アプ リケーションも使うことが出来る。

生駒のサイ トでは、複数のサイ トで不要輻射等の計測を行なっているが、測定の性格

上、離れた場所でそれぞれ測定を行なってお り、その場所からの本データベースシステ

ムの使用も予定 している。この場合は、次に述べる外部からの電話によるシステムの呼

び出 しではな く、生駒サイ ト内部での接続によるアクセスが可能 となるように、LAN

による接続や専用回線による接続 も予定 している。
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外部からの電話によるアクセスはモデムを通 してワー クステーションにされる。外部

からのユーザ各社のアクセスでは、各省が様々のモデムで、異なる速度と異なるプロ ト

コルで接続 してくることが考えられる。パソコン通信の場合には、それぞれの速度やプ

ロ トコルに異なる電話番号を割 り当てて、たとえば1200ボ ーの接続は何番 としてい

るが、本システムの対外サービスでは、モデムとワークステー ションのそれぞれのもつ

特質を使って、通常考えられる接続方法を満足させる事が出来 るようにする.

具体的には、モデムには19200ボ ーまでの通信速度 と、MNPやVの それぞれの

プロ トコルを自動的に判断するモデムを用意する。また、ワー クステーション側も、3

00ボ ーから19200ボ ーまでのあらゆるス ピー ドにロータ リー式 に変更できるよう

に設定することにする。モデムでは自動的に、ホス ト側ではロータリ式にユーザが変更

することになるが、ホス ト側が自動的に通信速度を変えることは技術的には可能である

ので、できるだけそのようになるようにする。

電話の受付は当面ユーザか らのアクセスの頻度が上がるまで1回 線で運用するが、回線

を増すことは、電話 とモデムの追加だけで容易であり、NEWS1860の 場合は最大

10回 線までが可能である。

ワークステーションは生駒サイ トに設置されるが、生駒サイ トでは このホス トはサイ

ト内にある複数のパーソナルコンピュー タとLANを 張 ることになるので、サイ ト内の

事務所およびその建屋からは自由にデー タベースへのアクセス とファイル転送が可能で

あり、KECが 海外からパ ソコン通信で取 り入れる最新の資料のデータベースへの転送

も容易に行なうことができる。

本データベースシステムへのアクセス料金は今の所 、無料の予定であるが、将来にお

いて有料化がはかられたとしても、アクセス時間の場合はホス ト自体が、またデータベ

ースでのデータのアクセス回数の場合はプログラムの処理部の変更(デ ータそのものは

変更されない)で 対処できる。

本データベースにアクセスする会員のユーザ各社は、それぞれがホス トにアカウン ト

をもつ ことになる。使用す るホス トのOSがUNIXで あるので、通常のログインでは

UNIXの 全ての機能がほぼ使えるが、特に認めない限 りはログイ ンすればデータベー

スシステムが動 き、終了すれば自動的にログアウ トさせることができる。このようにす

れば 、電話を切 って もログアウ トしなかったりすることが防止できる。また、UNIX
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では同一人の複数アクセスを許 しているので 、1つ の会社から何人もがアクセスしても

許され るので使い勝手が良いであろう。この場合に、データベースの使用に課金されて

いて料金の請求先が事業所毎に異なる場合は、異なるアカウン トを与えることにしてい

る。

ネ ットワークにシステムを繋いだ場合に問題になるのはセキュリテ ィであろう。UN

IXの セキュリテ ィはパスワー ドとファイルのアクセス権である.後 者の場合は管理者

の責任であるので問題はあまりないが、パスワー ドの場合には、特にユーザ各社に1つ

のアカウントを与えるので 、少な くとも月に1度 はパスワー ドを変えるくらいの'心構 え

が必要である。パスワー ドもユーザの名前が分かるようなものだとか簡単なものは避け

るべ きである。電話を通 じてのアクセスに対する有力なセキュリティ対策 として、コー

ルバ ック技術がある。これは、掛けてきたユーザにたいして、一旦電話の受信 を切った

上で 、管理者 に届 けられたユーザの電話番号に計算機側から掛け直す ものであ りアメ リ

カでは悪いハ ッカー防止のために良 く使われている技術である。これ らの使用も検討す

るべきである。

本 システムは、KECの 計算機の上に実現 したものであるが、カ ンマ形式のような文

字列データとすることによって、ユーザ各社のデータベースにも移植が簡単である.そ

こで、パーソナルコンピュータでのデー タベースシステム(例 えばdBASEHI)を 対

象として、本 システム同等のシステムを構築 し、提供 もしくは販売することが考えられ

る。しか し、この場合でもデークは常に補充されており、またデータによっては更新 さ

れたり変更された りすることがあるので、中核のシステムとしての本 システムの価値 は

ある。

また、ユーザに対 して、本 システムが精度よく、信頼性があ り、検索を容易にするた

めにデークベース本体 、システムを改良 し、より充実 したものにする.

2.4予 想 さ れ る 効 果

1)本 データベースが構築されれば、電気 ・電子機器等の開発時に電磁波障害に関する

規制情報が迅速に得られ、その規制に要求された事項を満足 した機器の設計に役立

つ 。

2)対 策情報に関する情報が容易に入手出来 ることは、機器か ら発生 する電磁波を抑制

するための効果的な手法が速やかに見いだせ、その結果、不要な電磁波の発生を抑
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えることにより、電磁環境に保全に寄与する。

3)電 気 ・電子機器開発技術者が本システムを利用することにより技術交流が容易 とな

り、重複投資が回避されるとともに、より電磁波障害に関する研究が促進される。

4)情 報収集に多くを投資できない中小企業の技術開発支援 システムとしても活用が期

待できる。

2.5今 後 の 課 題

本データベースは、オンラインによりデータを提供する情報 システムである。従って、

広 く、誰でもが簡単に情報をリアルタイムで入手できるという点では、満足で きるシス

テムと思われ る。

しかしなが ら、対策情報の具体的なデータが情報として利用できると言 う点では、満

足のできるデータベースとはいい難い。したがって、今後は実際的な対策デー タ(ほ と

んどがノウハ ウである)を 、困難ではあると思 うが収集に努め、より充実 した電磁波環

境障害に関す る情報を収録 したデータベースを目指す。
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付 録[プ ログラムリス 日

次 の 五 つ の フ ァ イ ル に ま と め て あ り ま す 。

create.4gl

klform.per

main.491'

klmain.4gl

he1P.src

{

create.491(sample)

新 し い デ ー タ ベ ー ス を 創 る こ と を 宣 言 し ま す.

}

MAIN

CREATEDATABASEkec

CREATETABLEkec1

(

numberSERIAL(1),

stateCHAR(10),

codeCHAR(11),

volumeCHAR(3),
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dated.

tj.tle1

・title2

indexl

index2

index3

index4

index5

index6'

machine

memo

abstrl

abstr2

abstr3

abstr4

days

CllAR(10),

CHAR(70),

CHAR(70),

CHAR(1),

CllAR(1),

CHAR(1).

CIIAR(1),

CHAR(1).

C脚(1),

CIIAR(70).

CHAR(70),

CHAR(70),

CHAR(70),

CHAR(70),

CHAR(70),

DATE

)

GRANTCONNECTTOPUBLIC

ENDMAIN

{

klform.per(sample)

データベースの画面および項目を定義 します.

}
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databasekec

screen

{

KEC1(電 磁 波 障 害 に関 す る各 国 の規 制 お よび規 格)No.[fOOO]

国 名[fOO1]分 類[fOO21第 【aO]部 発 行 年{fOO3]

表 題[fOO4]

[fOO51

測 定[a]EMI[b]1㎜unity(Suscep七ibility)

項臓 鵬[i灘 舌端剛 臓 電力[f]ア ンテナ端子電圧

機 禾重[fOO6】

メ モ[fOO71

概 要[fOO8】

[fOO9]

[fO101

[fOlll

(社 団 法人 関西 電 子 工 業 振 興 セ ン ター)…[fO12]作 成===

}

end

tableskecl

attributes
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fOOO・kec1.number,COMMENTS・"半 角 数 字 を使 っ て下 さ い.";

fOOl・kec1.state,COMMENTS・tt例:日 本 、米 国 、英 国 、西独 、.仏国 、 ソ連 、中 国 な ど",AUTONE

x'r;

fOO2・kecl.code,UPSHIF'1'.COMMENI'S="半 角 ・大 文 字 を使 って 下 さ い.",AUTONEXT;

aO・ .kec1.volume,COMMENTS・"半 角 文 字 を使 っ て下 さ い.",AUTONEXT:

fOO3・kec1.dated,COMMENTS・"[yyyy/mm]の 記 述 に な ります.",AUTONEXT:

fOO4・kec1.title1,AUTONEXT,COMbeENrrs・"漢 字 ・ひ らが な は 全 角 、英 数 字 ・記 号 は半 角 で統 一 し

て† さ い.";

fQOS・kec1.title2.AUTONEXT.COMIvlENrS・"漢 字 ・ひ らが な は全 角 、英 数 字1記 号 は半 角 で 統 一 し

て 下 さ い.":

a・kec1.index1,COMMENrS・"[*]ア スタリスクを 使 っ て 下 さ い.",AUTONEXT;

b・kec1.index2,COMMENrS・"[*]ア スタリスクを 使 っ て 下 さ い.",AUTONE灯;

c・kec1.index3,COMMENrS・"[*】 アスタリスクを 使 っ て 下 さ い.",AUTONEXT:

d・kec1.index4,COMMENTS・tt[*]ア スタリスクを イ吏 っ て 下 さ い.",AUTONEXT;

e・kec1.index5.COMMENrS・"図 アスタリスクを 使 っ て 下 さ い.",AUTONEXr:

f・kecl.index6.COMMENTS・"【*]ア スタリスクを 使 っ て 下 さ い.",AUTONEXT:

fOO6=kec1.machine,AUTONEXT;

fOO7・kecl.m㎝o,AUTONEXT:

fOO8=kec1.abstr1,AUTONEXT:

fOO9=kec1.abstr2,AUTONEXT;

fO10=kec1.abstr3,AUTONEXT;

fO11ニkec1.abstr4,A{∫rONEXT;

fO12=kecl.days,DEFAULT≡TODAY,COMMENrS="[mm/dd/yy]の 記 述 に な り ま す.".NOENTRY:

end

instructions

screenrecordsc _kecl(kec1.staしethrukec1.abstr4}
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{

main.491(sample)

グローバル変数およびプログラム共通部分です.

}

DATABASEkec

GLOBALS

DEFINEp_keclRECORDLIKEkec1.*.

chosen.mrow,exis・ しSMALLINT,

flag,priopt,answer,retryCHAR(1).

repeatINTEGER.

where _partCHAR(200).

query_textCIIAR(250),

counter.shoo七CHAR(6),

strCHAR(80),

filenameCHAR(20)

ENDGLOBALS

MAIN

CLEARSCREEN
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LETflag=O

CALLoptO

DISPLAY"(社 団法人)関 西電子工業振 興セ ンター"AT4.5

DISPLAY"電 磁 波環境障害 に関す るデー タベー スt'AT7,5

PROMPT"こ のデー タベー スの概要 をお読み にな りますか(y/n)?"FO

Ranswer

IFanswerMATCHES"[yY]"THEN

CALLguidanceO

ENDIF

WHILE(flag!=5)

CALLopeni㎎O

CASEflag

WHENl

CALLkec10

WHEN2

CALLkec20

WHEN3

CALLkec30

WllEN4

CALLkec40

ENDCASE

ENDWHILE

DISPLAY"プ ロ グ ラ ム を 終 了 し ます.ttAT23,1

SLEEP2

CLEARSCREEN
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ENDMAIN

FUNCTIONopeningO

CLEARSCREEN

DISPLAY"(社 団法人)関 西 電子工業振興 セ ンター"AT4,5

DISPLAY"電 磁波環境 障害 に関するデー タベース"AT7,5

DISPLAY"[KEC1]電 磁 波障 害 に関 する各 国の規制 および規格"AT10 ,8

DISPLAY"[KEC2]電 磁波障害 対策 用の部品 および材料 に関 する技術 デー タ"AT12 ,8

DISPLAY"[KEC3]電 磁波障害 に関す る会議資料 ・雑誌 ・新聞 ・学 会論文ttAT14 ,8

DISPLAY"[KEC4]電 磁波障害 に関 する国内海外 の公的私 的な試験機 関 に関する情報"AT

16,8

DISPLAY"(MENU)"AT19,1

DISPLAY"{1/KEC1][2/KEC2]【3/KEC3H4/KEC4][5/終 了 】"AT20 ,8

PROMFr"希 望 するデー タベースを選択 して下 さい(半 角数字):"F

ORflag

ENDFUNCTION

FUNCTIONoptO

OPTIONSMESSAGELINE23,

PROMPTLINE22,

COMMENTLINE23,

HELPFILE"help.ex",

HELPKEYCONTROL-F
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ENDFUN(コ 「10N

FUNCTIONmess(str.mrow)

MESSAGE""

DISPLAY"tt,strCLIPPEDATmrow,1

SLEEPl

DISPLAYtt'tATmrow,1

ENDFUNCTION

FUNCTI。N。 、earjenuO

DISPLAY"ttAT1,1

DISPLAY'tt'AT2.1

ENDFUNCTION

FUNCTIONrp _optionO

MENU'咄 力"

COMMAM)"F/フ ァイルttttデ ー タ を フ ァ イ ル に 出 力"

LETpriopt="f"

EXITMENU

COMMAND"P/ア リンダ"デ ー タ を プ リ ン タ に 出 力"

LETpriopt="P"

EXITMENU
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ENDMENU

ENDFUNCTION

以下 、省略.

{

klmain.4gl(sample)

電磁波障害に関する各国の規制および規格 、

上記データベースのメインプログラムです.

}

DATABASEkec

GLOBALS"910bals.49r'

FUNCTIONkec10

OPENFORMkeclFROM"klfom"

DISPLAYFORMkec1

LETchosen=FALSE

LETcounter=O

CALLshow _menuO
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MESSAGE"KEと1を 終 了 し ます."

SLEEPl

CLEARSCREEN

ENDFUNCTION

FUNCTIONshow_menuO

LETretry=O

IFcounterニOTI正N

DISPLAY"ヘ ルプ 機 能:メ インメ:a－で カーソルを 目的 の コマンド に移 動 させ,CtrlFを

押 す と表 示 し ます."AT2,1

PROMPT"カ ーソル 移 動:ス ペ ース十 ま たは カーソルteで 行 い ます.(HitRETURN

key,please)"FORanswer

END'IF

MESSAGE"希 望 す る コマンド を,か ソル ま た は アルファへ'ット で 選 択 して下 さ い."

MENU"KEC1"

COMMAND"Q/検 索't"検 索 お よび 全 デ ー タ表 示 を行 い ま す.ttHELP2

MESSAGE"tt

CALLquery _kecl(23)

COMMAND"1/入 力""新 し い デ ー タを 追 加 しま す.ttHELPl

CALLadd_data(TRUE)

NEXToprION"Q/検 索"

COMMAND"C/コ ピ ー""既 存 の デ ー タ を も と に.新 しい デー タ を 追 加 し ま す."

HELP5

1FchosenTHEN
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CALLcopy _dataO

NIぷTOPTION"(y検 索"

ELSE

MESSAGE"デ ー タが 選択 され て い ませ ん.",

"Q/検 索 オプ ションで デ ー タ を" .

"選 択 して下 さ い
."

NEXTOPTION"Q/検 索"

ENDIF

COMMAM)"M/変 更""デ ー タ を変 更 し ます.ttHELP3

1FchosenTHEN

CALLchange _dataO

NEXTOPTION"Q/検 索tt

ELSE

MESSAGE"デ ー タが 選 択 され て い ませ ん.",

"Q/検 索 オプ ションで デ ー タ を" .

"選 択 して下 さ い
."

NEXTOPTION"Q/検 索"

ENDIF

COMMAND"o/出 力""表 示 中の 画 面 の 出 力 を行 い ます."HELP7

1FchosenTHEN

LETanswer=1

CALLouヒPO

NEXTOPTION"〔V検 索"

ELSE

MESSAGE"デ ー タが選 択 され て い ませ ん.,",

"Q/検 索 オフ.ションで デ ー タ をtt
,

"選 択 して 下 さ い
."

NEXTOPTION"(y検 索"

ENDIF

COMMAND"D/削 除ttttデ ー タを 削 除 し ま す."HELP4
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IFchosenTHEN

CALLdelete_rowO

LETchosen=FALSE

NEXTOPTIONet(y検 索te

ELSE

MESSAGE"デ ー タが 選択 さ れ て い ませ ん."t

"Q/検 索 オプ シ
ョンで デ ー タを".

"選 択 して 下 さ い
."

NEXTOPTION"(y検 索tt

即IF

COMMAND"E/終 了""KEC1メ ニューを終 了 し ます."11ELP6

EXITMENU

ENDMENU

ENDFUNCTION

FUNCTIONcopy_dataO

CALLclear_menuO

DISPLAY"コ ピ ー モ ー ド:"AT1,1

INPUTp _kec1.stateTHRUp_kec1.abstr4

WITHOUTDEFAULTSFROMsc_kec1.*

MESSAGE"し ば ら く、お 待 ち下 さ い..."

LETp_kec1.number=O

INSERTINTOkeclVALUES(p_kecl.*)

LETp _kec1.number=SQLCA.SQLERRD[2]

34





DISPLAYBY』NA姫P-k㏄1・numbe「

MESSAGE"デ ー タ は追 加 され ま した."

SLEEP2

MESSAGEt'tt

ENDFUNCTION

FUNCTIONchange_dataO

CALLclear .,menuO

DISPLAY"変 更 モ ー ド:"AT1,1

.INPl∫rp _kec1.stateTHRUp_kec1.abstr4

.WITHOUTDEFAULTSFROMsc_kecl.*

MESSAGE"し ば ら く 、 お 待 ち 下 さ い..."

UPDATEkecl

SETkec1.*=p _kec1.*

WHEREnumber=p_kec1.number

MESSAGE"デ ー タ は 更 新 さ れ ま し た."

SLEEP2

MESSAGEt'tt

ENDFUNσrION
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FUNCTIONdelete _rowO

cALLclear-rnenuO

DISPLAYI'削 除 モ_ド 、・AT1.1

PR・MPr"こ ⇔ タを削除 して もか まい ませ んか(・/・)?F・Ranswer'

IFanswerMATCHES"[yY]"VHEN

MESSAGEし ば ら く お 待 ち下 さい

DELETEFROMkeclWHEREnumber=p_kec1.number

CLEARFORM

MESSAGE"デ ー タ は 削 除 さ れ ま した."

SLEEP'2

MESSAGE

ENDIF

ENDFUNCTION

FUNCTIONquery _kec1(mrow)

CLEARFORM

cALLclear』wenuO

DISPLAY"検 索 モ ー ド:"AT1,1

PROMPTシ リア ル 番 号 に よる ソー トを行 い ま す か(y/n)?FORanswer

IFanswerMATCHES"[yY]"TIIEN

LETanswer=

36一





ENDJF

)

CONSTRUCTwhere_partONkec1.*FROMkec1.*

IFanswer="y"THEN

lllTquery -tex't.・se⊥ 。C,、f。 。mkec1。here・.

"
orderbynumber"

ELSE

LETquery_text="select*fromkeclwhere",

ENDIF

WHILE(retry!=2)

CALLsetmenuO

FNDWIIILE

LETretry=O

CALL・1ρ ・・』enuO

IFNOTexistTHEN

CLEARFORM

CALLmess("該 当 す る デ ー タ は あ り ま せ ん.",mrow)

LETp_kec1.number=NULI、

RETURN(FALSE)

ENDIF

IFNOTchosenTHEN

CLEARFORM

CALLmess('tま だ 選 択 さ れ て い ま せ ん.tt,nmw)

LETp _kecl.number=NULL

RETURN(FALSE)

ENDIF

RETURN(TRUE)
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ENPFUNCTION

FUNCTIONset _menuO

LETshoot=O

MESSAGE"し ば ら く 、お待 ち下 さ い..."

PREPAREsヒatement _1FROMquery_text

DECLAREkeclsetSCROLLCURSORFORstatement1

SELECTCOUNT(*)INTOcounterFROMkecl

FOREACHkeclset

LETshoot=shoot+1

ENDFOREACH

DISPLAY"[登 録 デ ー タ数lttt・ ・unter・" [該 当 デ ー タ数]",shootAT23.1

OPENkeclset

FETCHFIRSTkecl_setINTOp_kec1.*

IFstatus=NOTFOUNDTHEN

LETexistニFALSE

LETreしry=2

ELSE

LETexist=TRUE

DISPLAYBYNAMEp _kec1.*

MENU"糸 吉果tt

COM胞ND"N/次""次 の 該 当 デ ー タ を 表 示"

MESSAGE"し ば ら く 、 お 待 ち 下 さ い..."

FETCHNEXTkecl_setINTOp_kec1.*
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IFstatus=NOTFOUNDTHEN

ERROR"も う これ 以 上 の デ ー タ はあ りませ ん"

FETCHLASTkec1_setINTOp_kecl.*

ENDIF

DISPLAYBYNAMEp_kec1.*

MESSAGE't"

(一 部 、省 略)

COMMAND"P/前""一 つ 前 の 該 当 デ ー タを 表 示"

MESSAGEttし ば ら く、 お待 ち 下 さ い..."

FETCHPREVIOUSkec1_seしINTOp_kec1.*

IFstatus=NOTFOUNDTHEN

ERROR"も う これ 以 上 の デ ー タ は あ りませ ん"

FETCHFIRSTkec1_setINTOp_kec1.*

ENDIF

DISPLAYBYNAMEp_kec1.*

MESSAGE

COMMAND"F/最 初tt"最 初 の 該 当デ ー タ を表 示"

MESSAGEし ば ら く お待 ち下 さい

FETCHFIRSTkec1_setINTOp_kecl.*

DISPLAYBYNAMEp_kec1.*

MESSAGE

COMMAND"L/最 後""最 後 の 該 当 デ ー タ を 表示tt

MESSAGEし ば ら く お 待 ち 下 さ い

FETCHLASTkec1_setINTOp_kec1.*

DISPLAYBYNAMEp_kec1.*

MESSAGE

COMMAND"S/選 択""表 示 中 の デ ー タ を選 択 して終 了tt

LETretry=2

LETchosen=TRUE

EXITMENU





COMMAND"O/出 力""す べ て の該 当 デ ー タを 出 力"

CALLoutpO

LETretry=2

LETchosen=FALSE

EXITMENU

(一 部 、 省 略}

COMMAND"E/終 了""デ ー タ を選 択 せ ず に表 示 を終 了"

LETretry=2

LETchosenニFALSE

EXITMENU

ENDMENU

MESSAGE'⇔'

ENDIF

CLOSEkeclseヒ

ENDFUN(汀10N

(一部 、省略)

FUNCTIONoutpO

MESSAGEtt't

CALLrp _optionO

CALLclear _menuO

DISPLAY"出 力 モ ー ド"AT1,1

CASE(priopt)
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WIIEN"f"

PROMPT"出 力 フ ァ イ ル 名 を 入 力 し て 下 さ い 一一 〉"FORfile』ame

IFfilenameISNULL'HIEN

LETfilename="kecl.out"

ENDIF

MESSAGE"出 力 フ ァ イ ル 名 は".file』ameCLIPPED,

"
...お 待 ち 下 さ い."

STARTREPORTlist_reportTOfile_name

、WHEN⇔p"

MESSAGE"プ リ ン タ 出 力 中...お 待 ち 下 さ い."

STARTREPORTlisし_repor・ しTOPRINTER

ENDCASE

IFanswer=1THEN

OUTPUTTOREPORTlist_report(P:kecl.*)

ELSE

FOREAα1・kec1_setINTOp_kecl.*

OUTPUTTOREPORTlist_report(P_kecl.*)

ENDFOREACH

ENDIF

FINISHREPORTlist_reporし

MESSAGE"tt

LETanswer=0

ENDFUNCTION
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REPORTlist _rePort(r)

DEFINErREcORDLIKEkec1・*

OUTpur

TOPMARGIN

BOTTOMMARGIN

PAGELEN(1「H

り
0

つ
」

65

FORMATONEVERYROW

SKIPlLINE

PRINT"KECl

PRINT'国 名:

PRINT"分 類

PRINT"発 行 年

PRINT"表 題

PRINT"

PRINT"測 定

PRINT"項 目

電 力

PRINT"機

PRINT"メ

PRINT"概

PRINT"

PRINT"

PRINT"

SKIP2

No.[".r.number,"]"

"
,r.sしateCLIPPED

"
,r.codeCLIPPED.'t

"
.r.datedCLIPPED

tt
tr.titlelCLIPPED

"
,r.title2CLIPPED

第".r.vo1㎜eCLIPPED,"部"

[丙,r.index1.'¶ 】EMI

【".r.index3."】 電 界 強 度

[".r.index6,"]ア ン テ ナ 端 子 電 圧

禾重:",r.machineCLIPPED

モ:",r.memoCLIPPED

要:",r.abstrlCLIPPED

:tt,r.abstr2CLIPPED

:tt.r.abstr3CLIPPED

:tt,r.abs-tr4CLIPPED

LINES

[".r.index2,"]Immunity(Su'sceptibility)"

{",r.index4,'〕 雑 音 端 子 電 圧[".r.index5r"]妨 害

ENDREPORT
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FUNCTIONadd_data(repeat)

cALLclear _TnenuO

IFrepeatTHEN

WHILEinput _da七aO

ERROR"デ ー タが 追 加 され ま した.Vt

ENDWHILE

CALLmess("現 行 画 面 の デー タ は無 効 で す.",23)

LETchosen=FALSE

CLEARFORM

ENDIF

ENDFUN(;TION

FUNCTIONinput _dataO

DISPLAY"入 力 モ ー ド:CtrlEで,こ の モ ー ド は 終 了 し ま す."AT1,1

1NPUTBYNAMEp_kec1.*

ONKEY(CONTIIOL-E,F2)

LETint_flagニTRUE

EXITINPUT

ENDINPUT

IFint _flagTIIEN

LETint _flagニFALSE

RETURN(FALSE)

ENDIF
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MESSAGE"し ば ら く 、 お 待 ち 下 さ い...tt

LETp_kec1.number=O

INSERTINTOkeclVALUES(p _kec1.*)

LETp _kec1.number=SQLCA.SQLERRD[2]

DISPLAYBYNAMEp _ke61.number

MESSAGE'"t

RETURN(TRUE)

ENDFUNCTION

似 下 、省略)

{

he1P.src(sample)

ヘルプコマンド使用時に表示されるコメン トです.

}

.1

1/入 力 オプシ ョン

デー タベ ースに新 しい デー タを入 力する ことが できます.

使 う文字種 としては.

漢字,ひ らがな=全 角

英数 字.記 号=半 角,大 文字 で統一 して下 さい.

44一





No.欄 ・作成 日欄 は,デ ー タベ ースが 自動 的に記 入 します.

対象 とするデー タの すべて の項 目に入力 し終 え ると,も しくは必要 な項 目に入力後,

Escキ ーを押 す と他 項 目は省略 され.デ ー タはデー タベースに追加 され ます.

こ うした作業 の後,CtrlE(コ ントロール〕}一を押 しなが らE十 を入力す る)で,デ ー タ追加

モー ドは終 了 し.メ ニ ュー画面 に戻 ります.

(なお 、画 面編集 キ ー として 、

カーソルの移動

挿入.上書 きの切 り換え

一文字削除

行末までの削除

再表示

CtrlH.

CtrlA

CしrlX

CしrlD

CtrlR

J,K.L[ま た は か ソルキー]

などが使 えます)

尚 、メニ ュー でのカー ソル移動はスペー スキー で も行 えます(強 制終了 はCtrlC)

.2

Q/検 索 オプ シ ョン

すべてのデータを検索 し,該当する内容を画面表示することができます.

検索は全項 目を対象 とします.

フォーム画面に検索条件を入力 して下さい.

(作成 日欄での検索は[㎜/dd/yylの 記述になります)

検索条件は複数項目にわたって設定することができます(AND検 索)

使う文字種 としては,

漢字,ひ らがな=全 角

英数字,記 号=半 角,大 文字 で統一 して下さい.

その時,次 のような演算子やワイル ドカー ド(すべて半角)が その項目内で使用できます ■1S

・,〉,〈,〉・,〈・,〈〉 関係演算子

:値 の範囲

lOR検 索

*任 意の長さの文字列
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?任 意 の一文字

(ただ し、シリア幡 号欄 、作成 日欄 お よびOR検 索 時には*と?は 使 え ませ ん)

検索条件 が項 目枠を越 える場合には 、自動 的にカー ソルが23行 目に移 りますので

続けて 入力 して下さ い.

検索後,画 面 は結果 メニ ュー にかわ りますので,そ こで必要 な作業を終 えて下 さい.

に の結 果 メニ ュー画面 でも、M/変 更 、C/コ ピー 、D/削 除な どの各 コマ ン ドが

実行 で きます)

また.す べ てのデータ を表示 させ るには,フ ォーム画面 に1ヨcキ ーを一度入 力 して

検索 すれば,す べてのデー タを確認す る ことがで き,選 択す ること もで きます.

尚 、メニ ュー でのカー ソル移動 はスペース キーで も行 え ます(強 制終 了はCtrlC)

.5

C/コ ピ ー オ プ シ ョン

既存 のデー タを コピーする ことで,効 率 よ く.新 しいデー タを追加 します.

まず最初 に,Q/検 索 オプ シ ョンを使 って,コ ピーの対象 とするデー タを選 択 しな くて は

な りません.

コピー したデー タの変更項 目を修 正 し終 えてEscキ ーを押す と.新 しいデー タと して

自動的 にデー タベー スに書 き込 まれ ます.

こ うした作 業 を終え る と,メ ニ ュー画面 に戻 ります.

(なお 、画 面編集 キー として 、

カ ーソルの移動CtrlH,J,K,L[ま た はカーソルキー]

挿 入.上 書 きの切 り換えCtrlA

－ 文字削除CtrlX

行 末 までの削除CtrlD

再表示CtrlRな どが使 えます)

尚 、メニ ュー での カー ソル移動は スペー ス キーで も行 えます(強 制終 了はCしrlC)
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.3

M/変 更 オプ シ ョン

デー タベー スのデー タの内容 を変更す るこ とがで きます.

まず最初 に,Q/検 索 オプ シ ョンを使 って,変 更 の対 象 とするデ ー タを選択 しな くては

な りません.

対象 とす るデー タの変 更項 目を修正 し終 えて,Escキ ーを押 す と自動的 にデー タベース

に書 き込 まれ ます.

こう した変更 を終 える と,メ ニ ュー画面 に戻 ります.

(なお 、画面編集 キ ーと して 、

カ ーソルの移動CtrlH.J,K,L[ま たはカーソルキー]

挿 入,上 書 きの切 り換 えCtrlA

行 末 までの削除CtrlD

-・文字削除CtrlX

再表示CtrlRな どが使 え ます)

尚 、メニ ュー での カー ソル移動 はスペー スキーで も行え ます(強 制終 了はCtrlC)

.4

D/削 除 オプ シ ョン

デー タベー スか らデー タを削除す ることが で きます.

まず最初 に,Q/検 索 オプ ションを使 って.変 更 の対 象 とするデ ー タを選択 しな くては

な りません.

デー タ保 護の ため,削 除 を行 う前に,対 象 とするデー タに間違 いがない か.確 認が求 め

られ ます.

こうした削除 を終え る と,メ ニ ュー画面 に戻 ります.

尚 、メニ ュー での カー ソル移動はスペー スキーで も行 え ます(強 制 終了 はCtrlC)

47





.6

E/終 了 オプ シ ョン

このE/終 了 オプシ ョンを選択す る と.メ ニ ュー を終了 します.

.7

0/出 力 オプ シ ョン

まず最初に,出 力 メニ ューで.フ ァイルか プ リン タか,出 力先 を指定 して下 さい.

この オプ シ ョンの出力 は,検 索 に よって選択 され た,表 示中の該 当デー ク ー画面 を対象

とします.

(検索後 の,該 当するすべ てのデー タを出 力するには.結 果メ ニ ューの0/出 力 オプシ ョン

を選択 して下 さい)

こ うした出力を終 える と,メ ニ ュー画 面 に戻 ります.

尚 、メニ ューでのカー ソル移動 は スペー スキーで も行 え ます(強 制 終 了はCtrlC)
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